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●創業ステージに合わせた入居

   スペースが利用できます

●一般社団法人ＪＢＩＡ（日本ビジ

ネス・インキュベーション協会）

認定インキュベーションマネー

ジャーによる経営等の相談を受け

ることができます

●ワンストップで専門家相談や市民

活動の相談ができます

●創業支援スタッフによる来客取次、

郵便物の受取ができます

創業支援ルームのコンセプト

≪ふれあいキューブ創業支援ルーム≫

  電話：050-3353-5334

  (平日9：00～17：30）

   ホームページ：

   

メール：incu@kasukabehall.jp
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卒業企業のご紹介   SadeLab.（サデラボ）

お知らせ

本誌では、創業支援ルームの卒業生のご紹介をしております。

今回は、SadeLab.（サデラボ）の関根隆さんです。

title 1

2）事業キャッチコピー

「春日部をデザインで元気にする」 地域貢献デザイナー

1）会社情報

  ・会社名： SadeLab.（サデラボ）

  ・設立日 ： 2018年3月

  ・代表者 ： 代表 関根 隆

  ・連絡先： tsekine@sadelab.com

4）事業概要

入居して良かった事

●人材のネットワークが広がり続けていること

●望まれる仕事の大切さを知ったこと

●シェフ、行政マンなど様々な職種でクリエイティブな発想の持ち主と出会えたこと

●こどもたちへの非認知能力、キャリア教育の大切さを知ったこと

 イベント情報

第2回「かすかべリノベーションまちづくり」（武里）に参加します。どのような方達と出

会い、どのようなことでお役に立てるかを考え、皆さんの思いの詰まった「自分ごと」を見

える化したいと思っています。私としては、活用されていない自宅の畑の空間プロデュース

に繋がると嬉しいです。

3）コンタクト情報

https://peraichi.com/landing_pages/view/sadelab/

※「こんにちはサデラボです」で検索ください

FB https://www.facebook.com/takashi.sekine.9

経営者に対し、方眼ノートを活用しながら、経営のポイント

を掴み、売り上げを上げるための効果的なツールを制作するこ

とで、その企業の優れた点や問題点、課題解決をしていくのが

最大の特徴。

 ブランディング的な手法も活用し、企業の信頼をさらにアッ

プさせる効果も期待できます。

行政からの相談事も増え、SadeLab.で繋がった人材ネットワー

クや情報を使い、課題解決をします。

令和5年度かすかベンチャー
応援補助金募集延長！

市では、新たな地域産業と雇用創出を

図るため、市が指定する区域内の空き

店舗を利用して創業を行う人、創業し

て5年未満の人に対し、創業の際にか

かる費用の一部を補助します。

募集期間を令和5年12月28日（木曜日）

までに延長しました。

制度のご利用を検討している方はお早

めにお申し込みください。

（注意）毎月月末締め切り。予算がなくな
り次第、受け付け終了となります

5）メッセージ

SadeLab. 代表 関根隆さん



東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム

編集                    宮本  直樹 

池脇  裕介

市川  潤

取材・編集補助 小野寺 浩

デザイン・構成 大川原 由美

≪入居対象≫

埼玉県地域経済の活性化に資すると認め

られ、次のいずれかに該当する方（個人・

法人は問いません）

・これから創業しようとする方、または創

業後５年未満の方

・新たな事業分野へ進出しようとする中小

企業者

詳しいことは、お問い合わせください。

A 個室型

「相手の立場で考える」ということはビジ

ネスでも社会生活でも本当に大事なことで

すが、そのバランスがなかなか難しい。最

近私は「創造力」より「想像力」が大切だ

と思っています。（市川）

インキュベート室の入居申請を随時受け

付けいたします。空き室の状況や募集要項

はホームページにありますので、詳細はそ

ちらをご確認ください。

入居を希望される方は、お気軽に事務室

までご相談ください。

Bブース型

Cブース型

入居者を随時募集しています

編集後記
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￥ 「ビジネスアイデアコンテスト２０２３」開催title 2

ますます不透明感が増している現代社会においても、新たな

発想と行動力で果敢にチャレンジをする起業家の第一歩を応援

します！

創業支援ルームでは、事業の成長ステージに合わせたさまざ

まなオフィス空間を用意しておりますので、右記の写真等も参

考にして応募をご検討ください。 

●入居審査 ： ①「事業計画書※」による書類選考 ※指定の書式あり 

② 面接審査（プレゼンテーション及び質疑応答） 

 ●応募先・問合せ：東部地域振興ふれあい拠点施設 創業支援ルーム 

（電話）050-3353-5334 （メール）incu@kasukabehall.jp

入居募集期間：10月6日（金）～ 11月30日（木）

募集する施設は、A（個室型）B（ブース型）C（ブース型）

創業支援ルームでは、新たに創業を目指す入居者を募集しております

A個室型は、当施設では唯一の完全個室スペースです。約25㎡の

余裕のあ る空間は、数人で事業を立ち上げるスタートアップ企業に

は最適な空間で、室内に 応接スペースを設けることも可能です。

  一方、視界的な個室が確保されるＢブースは、より集中したい環境

をのぞむ方や業務上個室空間が必要な方、多少の商品在庫や備品な

どの置き場所が必要な方におすすめしています。

どちらのブースも机、椅子、ロッカーを配備していますので、初期投資を抑えながら入居後すぐ

に事業を始めることができます。

大部屋に８つのブースを備えたＣブースは、最も効率的に当施設を「小さく借りて 大きく使

う」ことができます。他の起業家との距離も近いため、お互いに情報交換や切磋琢磨する環境がほ

しい方は、Ｃブースをご検討されるとよいでしょう。

title 3 創業支援ルームで新たに入居者を募集

【募集対象】

埼玉県をフィールドとした枠にとらわれない独創的なビジネスアイデア

（ビジネスの分野は問いません）
※サポーター企業と共に実現を図るアイデアも含みます。

【応募資格】

募集対象のアイデアを持つ法人・個人事業主・個人（学生含む）
※法人・個人事業主の場合は、創業後5年以内(エントリー時)とします。

（新事業を展開又は新分野に進出後5年以内を含む）※グループ・団体の場合、人数は5人以下とします。

【応募締切】

   ２０２３年年１２月２９日（金）１７時まで

【表彰等】

最優秀賞 賞金 30 万円 優秀賞 賞金 10 万円 テーマ賞 賞金 5 万円
その他、応募者と主催者・後援者並びにサポーター企業が協働でビジネスの実現を目指し、
必要に応じたサポートを実施します。但し、事業化を確約するものではありません。

右記QRコードから必ず「募集要項」

をご確認の上、ご応募ください。

第８３回情報交換会でご協力を頂きました埼玉りそな銀行が「ビジネスアイデアコンテスト

２０２３」を開催します。事業アイデアをお持ちの方はぜひご応募ください。
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